
パソコンのプログラム音声を出力するための部品 
昔からオンボードで付いているものなのでそれほど気にした人もいないはず 
音質を気にしない人であればオンボードでOK 
AC97というのが基本で付いているはず 
マザーボードによっては標準で5.1ch対応の物もあるので意外と高性能だったりします 

音質の中でも特に再生にこだわる人は後付け推奨 
理由は 

ノイズの入りが極端に少なくなる
エフェクト再生がしっかりしている
ボードによってはCD音質以上で録音も可能

等があげられる 
ただし本当にこだわる人はケース内部のノイズ対策をしています（ケース内は電磁波その他も
ろもろで溢れかえっているのでそれを防がないと意味が無い） 

録音をする方にも後付けはオススメ 
ノイズが少なくなるのでクリアに録音できます 
逆にオンボードは電磁波の関係ですぐにノイズを拾います(ノイズキャンセルボードもある) 
安いUSBタイプのサウンドカードでも十分効果有り 

内蔵カードタイプ(大体PCI)と外付けユニットタイプがあり安いのは3,4000円ぐらいから、 
ハイエンドクラスのものは軽く10000～ぐらいします。 
@価格 

上記のことから一般ユーザーはそれほど気にするものでもないものです 
聴ければいいじゃん(ぉ 


